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4月4日に行われた川崎医療福祉大学の新入生オリエンテーション。1,078名が入学

　昨年に新設されたKAWASAKI CLUB 奨学金の給付が、今年４月の入学生か
ら始まりました。
　この奨学金制度は、KAWASAKI CLUB会員の皆さまの生涯教育・生涯学習支
援の一環として設けられたもので、会員及び会員のお子さま（１親等）が医療
福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション学院のいずれかへ入学された際
に、入学した施設の入学金の2分の1を奨学金として給付する制度です。
　会員ご自身が再び川崎学園を学びの場とする、あるいは、会員のお子さま
が、良き医療福祉人としての第一歩をこの川崎学園でスタートしてくださるこ

とは、誠に喜ばしい限りです。
　 制 度 の 詳 細 に つ い て は、
KAWASAKI CLUB Web サイ
トの「KAWASAKI CLUBのご
案内」のページに掲載していま
す。http://www.kawasaki-m.
ac.jp/club/
　KAWASAKI CLUBでは、こ
れからも会員の皆さまの生涯
教育に資する環境を整えてま
いります。

奨学金制度 給付開始

川崎医療福祉大学
新設3学科がスタート

　川崎医療福祉大学は、今年度新たに「子ども医療福祉学科」
「臨床検査学科」「診療放射線技術学科」を開設し、第1期生と
なる学生が入学しました。新設された3学科は、川崎医療短期
大学の「医療保育科」「臨床検査科」「放射線技術科」で長年
培ってきた教育実績を礎に4年制へ移行したもので、ますます
高度化・専門化する医療福祉の現場で活躍できる人材育成に対
応するものです。
　また、既存の保健看護、感覚矯正、健康体育、リハビリテー
ション、臨床工学の各学科で入学定員が増員されており、今年
度から医療福祉大学は、3学部15学科、入学総定員が1,000
名を超える医療福祉の総合大学となりました。これからも学園
創設者 川㟢祐宣先生により提唱された「医療福祉」の理念を
柱として、社会のニーズにしっかり応えられる医療福祉人を育
成していきます。

◆総合医療センター 開院（H28.12/1）
◆川崎塾5期スタート（12/17）
◆災害時の避難場所に関する協定を岡山市と締結（H29.1/16）
◆学園防災の日（1/20）
◆医科大学 KMSメディカル・アーク2017開催（2/15）
◆日本医療マネジメント学会岡山県支部学術集会（2/18）

◆看護師特定行為研修指定機関の認可（2/27）
◆医科大学 女子寮竣工（2/28）
◆北テニスコート改修完成説明会（3/1）
◆かわさき認定こども園（仮称）新築工事起工式（3/17）
◆上海健康医学院訪問団の受入れ（3/29）
◆医療福祉大学 3学科新設（4/1）

◆附属高校 男子寮竣工（4/1）
◆現代医学教育博物館2階展示リニューアル（4/1）
◆職員健康推進室設置（4/1）
◆働き方改革推進室設置（4/1）
◆川崎学園入学時合同研修2017（4/8）
◆48回目の川崎学園創立記念日（6/1）

学園の今   （H28.12月〜H29.5月） Webサイトで最新のトピックをご覧いただけます。　 川崎学園HP ＞ News&Topics   KAWASAKI CLUB HP ＞ 学園の今   各施設Webサイト 

川崎医療短期大学 第１回入学式（1973年）川﨑祐宣理事長
（当時）が学長を兼務、第１看護科、第２看護科、臨床検査科
の３学科、１期生76名でスタートした。

川崎学園ヒストリア（P5参照）

　川崎学園でのメディカルスペシャリストの育成
は、1973年開学の川崎医療短期大学に始まり
ます。その翌年に開学した川崎リハビリテーショ
ン学院とともに、長きにわたりパイオニア的役割
を果たしてきました。
　川崎医療短期大学建学のコンセプトは、将
来における医療の高度化を展望し、医師団を
助ける有能な医療技術者の養成を図るという、
当時の短期大学としては他に類を見ない先駆
的な内容でした。
　順次開設された学科は、時代のニーズに確
実に応えるものでした。
第１看護科、第２看護科、臨床検査科＊ （1973）、放射線技術科＊

医療秘書科＊（1977）、栄養科＊（1983）、医用電子技術科（1988、
後の臨床工学科＊）、医用デザイン科＊（1994）、介護福祉科

（2001、後の医療介護福祉科）、医療保育科＊（2005）
＊�後に、医療福祉大学に移行された学科
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　医療福祉大学北側の「北テニスコート」の改修工事が2月末
に完了しました。
　従来の「クレーコート（土

つち

）」7面の内、 6面が「砂入り人工
芝コート」（通称、オムニコート）として生まれ変わりました。
砂入り人工芝コートは、名のごとく人工芝に砂をまいたもの
で、乾きが速く、雨後も短時間でプレーが再開できるため、雨
の多い日本では広く普及しています。
　これまで、雨が降った後は数日にわたり利用できず、また、

北テニスコート改修完成
その手入れも大変でした
が、今回の改修によりその
不便さが解消されました。
夜間照明も完備され、授業
だけでなく、学生のクラブ
活動や教職員の親睦などで
もより一層活用しやすく
なっています。

川崎医療福祉大学 医療秘書学科
「クリニカルセクレタリー育成プログラム」開講

文部科学大臣認定 職業実践力育成プログラム（BP）

　クリニカルセクレタリーとは、診察室等の臨床現場で医師と
一緒に働き、医師の事務作業の補助はもとより、チーム医療の

「段取りマネジャー」として働く医療秘書のことです。
　このような医療秘書へのニーズが高まったことから、医療秘
書学科では特別育成プログラムを開発し、2014年からクリニ
カルセクレタリーの育成を行っています。
　そして、今年4月から、すでに医療現場で働いている社会人

で、よりハイレベルな専門性を修得したいと考えている方を対
象に、働きながら学べるコースを開設しました。
　この育成プログラムは、「医師の事務作業領域」と「段取り
マネジメント領域」から構成され、段取りマネジメント領域に
は、国際的プロジェクトマネジメント標準であるPMBOK（米
国PMI管理・米国国家規格）から抽出したものを採用していま
す。昨年12月には、文部科学大臣より「職業実践力育成プロ
グラム（BP；Brush up Program for professional）」として認
定されました。
　講義は医師を主とした実務家教員による、即実践力を修得で
きる123時間の6ヶ月コースです。社会人向けに配慮された時
間帯で、職場や自宅からでも学べるよう、インターネット・ビ
デオ会議システムを活用して行っています。卒業生の皆様も、
ぜひとも学びなおしの機会としてご利用ください。詳細は、医
療秘書学科オリジナルホームページをご覧ください。

社会人対象：6ヶ月コース

「看護師特定行為研修」開講
中国地方初 厚生労働省認可 指定研修機関

　川崎学園は、中国地方では初めてとなる看護師特定行為の指
定研修機関（10区分）として、今年2月に厚生労働省から認可
を受け、4月7日㈮に開講式を行いました。

　開講したのは「呼吸管理コース」と「創傷・ろう孔管理コー
ス」の2コースです。本年度は、岡山県内だけでなく、滋賀県、
愛媛県、広島県からの受講者がいます。
　特定行為研修を修了すると、医師・歯科医師があらかじめ作
成した手順書（患者の病状の範囲、診療の補助の内容）に定め
られている特定行為が実施できるようになります。
　特定行為は、在宅医療だけでなく、急性期の医療現場で実施
ニーズが高い行為も含まれており、看護師活動の場の広がり、
チーム医療の質の向上、地域医療への貢献にもつながります。
特定行為研修の実施は、当学園がめざす人材育成にも寄与する
ものです。看護師の皆さんがより高度な臨床実践能力を発揮で
きるよう、研修の充実に取り組んでまいります。

看護師対象：1年間コース

平成29年度の研修概要　
⃝コース名と募集人数（各5名）　※２つのコース両方の受講も可能　
　 呼 吸 管 理 コ ー ス：�⃝呼吸器（気道確保に係るもの・人工呼吸療法に係るもの・長期呼吸療法に係るもの）関連　⃝栄養に係るカ

テーテル管理（中心静脈カテーテル管理・末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連　⃝動脈血液ガ
ス分析関連　⃝栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

　 創傷・ろう孔管理コース：�⃝腹腔ドレーン管理関連　⃝ろう孔管理関連　⃝創傷管理関連　⃝栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連
⃝研修場所 	  川崎医科大学附属病院・川崎医科大学総合医療センター

問合せ先：看護実践・キャリアサポートセンター（川崎医療福祉大学内）　　Tel:086-462-1111㈹　内線54216
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　平成30年4月の開園を予定している「かわさき認定こども園
（仮称）」の新築工事起工式が、3月17日㈮に執り行われまし
た。竣工は平成30年2月の予定です。
　このたびの認定こども園の開設は、保育士・幼稚園教諭の養
成校を擁する学園として、その高い専門知識・技術を活かし、

「すべての子どもに質の高い幼児期の学校教育及び保育の総合
的な提供を行う」ことを目的としています。
　また、学園では、保育や幼児教育の現場においては、医療や

発達障害に関する知識は不可欠であるとの考えから、それらの
知識をしっかり身につけた人材の育成に力を入れています。開
設する認定こども園には、そうした保育教諭をはじめ、看護や
栄養の専門職を配置し、子ども一人ひとりを大切にした園の運
営を行う計画です。
　この認定こども園は、今春に新設された子ども医療福祉学科
をはじめ、医療福祉大学の各学科の学生実習の場ともなります。
　なお、入園に関する説明会は、9月頃を予定しております。

認定こども園 新築工事始まる

かわさき認定こども園（仮称）の完成予想図

【認定こども園の概要】
名　　　称：かわさき認定こども園
利 用 定 員：1号認定24人（3歳8人，4歳8人，5歳8人）
　　　　　　2号認定60人（3歳20人，4歳20人，5歳20人）
　　　　　　3号認定30人（0歳5人，1歳10人，2歳15人）
施設の概要：�鉄筋コンクリート造2階建
　　　　　　延床面積1,591.05㎡，敷地面積6,480㎡
設置予定地：医療福祉大学北側（駐輪場・弓道場の北）

▲

＝　倉　敷　市　＝

　◆第�回くらしきキンダーフェ

スティバル

　�日前９時�分～正午、福田町

古新田の水島

緑地福田公園

野球場。市内

�の私立幼稚

園と認定こど

も園の園児

が、かけっこ

や遊技などを

披露する＝写

真は昨年の様

子。雨天時の

会場は同公園

体育館（観覧不可）。倉敷市私立

幼稚園協会事務局の竹中幼稚園

（０８６―４２２―２８２７）。

　◆川崎医科大学室内管弦楽団第

�回定期演奏会

　�日後２時、中央の市芸文館。

節目の回を記念し、同楽団のＯＢ

・ＯＧでつくる川崎記念管弦楽団

と合同で演奏する。ベートーベン

の序曲「エグモント」と「交響曲

第７番」に加え、岡山フィルハー

モニック管弦

楽団の入江洋

文さん（バイ

オリン）、Ｎ

ＨＫ交響楽団

の中村洋乃理

さん（ビオラ）

をソリストに

迎えてモーツ

ァルト「バイ

オリンとビオ

ラのための協

奏交響曲」を披露する＝写真はち

らし。５００円。同大学生課（０８６―

４６２―１１１１）。

　◆金光ウインドアンサンブルフ

ァミリーコンサート２０１７

　�日後２時、玉島阿賀崎の玉島

文化センター大ホール。音楽愛好

家でつくる社会人吹奏楽団「金光

ウインドアンサンブル」のメンバ

ー約�人が「風の谷のナウシカ」

や「ディズニ

ーメドレー」

など約�曲を

披露する＝写

真はちらし。

５００円（小学

生以下無料）。

公演に先立

ち、後１時半

からロビーで

ミニコンサー

トも開催。千

葉さん（０８０―１１５５―６３９６）。

　◆第�回ムジーク・フロインデ

ィンチャリティーコンサート

　�日後２時、玉島阿賀崎の玉島

市民交流センター湊ホール。倉敷、

岡山市の女性音楽愛好家グルー

プ「ムジーク・フロインディン」

のメンバー４人とゲストの計７

人が、モーツァルトのオペラ「コ

ジ・ファン・トゥッテ」より「男

たちに、ましてや軍人達に」、シ

ューベルトの歌曲集「冬の旅」よ

りピアノや歌を披露するほか、

語りとピアノで音楽物語「窓ぎ

わのトットちゃん」を演じる＝写

真はちらし。

入場無料。会

場に募金箱を

置き、全額を

新見公立大・

短大内のにい

み子育てカレ

ッジ「にこた

ん」に寄付す

る。吉川さん

（０８６―５２６―

３５８０）。

＝　浅　口　市　＝

　◆倉敷市立自然史博物館動物研

究会「第７回魚類調査」

　�日前�時～�時半、金光町八

重の里見川。同町占見新田の金光

公民館に集合。同博物館学芸員ら

に教わりながらフナやコイ、ナマ

ズなどを網で取り、生息する魚類

を調査。第６回までの調査で取れ

た全魚類を掲載している「里見川

淡水魚類目録」を更新する。無料。

中学生以下は保護者同伴。汚れて

もよい服装で参加し、網やバケツ、

筆記用具などは持参する。�日ま

でに同博物館（０８６―４２５―６０３７）

に申し込む。

＝　岡　山　市　＝

　◆第�回岡山春の子どもまつり

　�日前�時～後３時、北区いず

み町の県総合グラウンド内スポー

ツの森広場。県内の大学生でつく

る実行委員会が主催。工作コーナ

ーでは牛乳パックを使った竹とん

ぼや、ビニール袋のパラシュート

を作る。障害物競走、的当て、紙

で作った魚を釣り上げるコーナー

などもある。学生は童謡やダンス

を披露する。雨天時は�日に延期。

入場無料。実行委員長の那須さん

（０９０―５３７５―１０９３）。

　◆あのムカデ・ロボットが、岡

山で歩行実演！

　�日後１時～２時半、北区理大

町の岡山理科大Ａ１号館など。同

大が大阪大、東北大と共同開発し

たムカデ型ロボットについて、携

わった衣笠哲也・岡山理科大教授

が仕組みなどを解説し、歩行の様

子を披露する。無料。同大入試広

報部（０８６―２５６―８４１２）。

　◆端午節交流会

　�日後１時～３時、北区津島京

町の岡山商科大

孔子学院（０８６

―２５６―６６７０）。

旧暦５月５日に

邪気を払って健

康を祈願する中

国の端午節につ

いて、同学院の

教員が紹介＝写

真はちらし。ち

まき作りや中国の踊りで留学生ら

と交流する。無料。

　◆ＴＯＥＩＣテスト６００点突破

公開講座

　６月３～�日の土曜、中区西川

原の就実大（０８６―２７１―８１２１）。

ＴＯＥＩＣテストの出題傾向と対

策を学ぶ。３、�日がリーディン

グ、�、�日がリスニング。各回

後２時～４時�分。高校生以上が

対象で、定員�人程度。無料。往

復はがきに名前、住所、年齢、電

話番号、学生は在籍する学校名を

記入して、同大人文科学部に申し

込む。�日消印有効。
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て
い
る
。
（
大
石
哲
也
）

　
最
先
端
の
内
視
鏡
手
術

ロ
ボ
ッ
ト
を
駆
使
し
た

治
療
の
光
景
が
大
画
面

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。「最

新
の
医
療
」コ
ー
ナ
ー
は
、

私
た
ち
が
受
け
ら
れ
る

医
療
の
進
化
を
臨
場
感
た

っ
ぷ
り
に
伝
え
て
く
れ

る
。

　
同
大
創
立
�
周
年
記
念

事
業
で
１
９
８
１
年
、
全

国
的
に
も
数
少
な
い
医
学

の
教
育
普
及
施
設
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
同
博
物

館
。
当
初
の
展
示
テ
ー
マ

は
「
生
活
習
慣
病
」
だ
っ

た
が
、
授
業
や
研
修
で
訪

れ
る
児
童
生
徒
や
医
療

系
専
門
学
校
生
ら
、
来
館

者
の
世
代
が
広
が
る
に
つ

れ
て
「
『
も
っ
と
本
格
的

に
学
び
た
い
』
と
の
声
が

集
ま
っ
て
き
た
」
と
同
博

物
館
の
中
村
信
彦
課
長
。

要
望
に
広
く
応
え
る
た

め
、
２
０
０
８
年
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
き

た
。

　
展
示
は
四
つ
の
テ
ー
マ

で
再
構
成
。
各
コ
ー
ナ
ー

は
、
小
学
４
年
生
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
表
現
を

工
夫
し
た
解
説
パ
ネ
ル
約

�
点
に
、
臓
器
や
骨
格
の

模
型
、
標
本
と
視
聴
覚
機

器
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、

段
階
的
に
開
設
し
て
き

た
。

　
「
体
の
し
く
み
」
コ
ー

ナ
ー
は
、
生
命
の
誕
生
か

ら
細
胞
の
構
造
、
呼
吸
器

や
消
化
器
、
骨
格
な
ど
人

体
の
つ
く
り
を
紹
介
。「病

気
の
予
防
」
は
、
生
活
習

慣
病
、
感
染
症
な
ど
を
防

ぐ
た
め
の
食
生
活
改
善
や

予
防
接
種
、
健
康
診
断
な

ど
の
大
切
さ
を
指
摘
す

る
。
「い
ろ
い
ろ
な
病
気
」

で
は
、
が
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
症
例
や
男
女
の
年
代
ご

と
に
か
か
り
や
す
い
心
身

の
病
気
を
取
り
上
げ
て
い

る
。

　
４
月
に
完
成
し
た
最
後

の
「
最
新
の
医
療
」
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
同
大
付
属
病

院
が
全
国
に
先
駆
け
て
導

入
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

は
じ
め
、
人
間
技
の
限
界

を
超
え
て
精
密
な
手
術
を

可
能
に
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
シ
ス
テ
ム
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

を
用
い
た
ス
ポ
ー
ツ
外
傷

治
療
な
ど
を
解
説
。
�
㌅

の
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
し
、
同
大
の
付
属
病
院

や
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（
岡
山
市
）
で
の
高
度
医

療
を
動
画
で
紹
介
し
て
い

る
。

　
中
村
課
長
は
「
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
、
多
く
の

人
に
医
学
や
医
療
、
健
康

に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る

場
に
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
入
館
無
料
。
学
園
創
立

記
念
日
（
６
月
１
日
）
と

年
末
年
始
、
祝
日
の
み
休

館
。

「地
域
猫
活
動
」

学

ぶ

講

演

会

�
日
、
倉
敷

　
地
域
住
民
が
主
体
に
な

り
、
野
良
猫
の
世
話
を
し

な
が
ら
繁
殖
を
防
ぐ
「
地

域
猫
活
動
」
に
つ
い
て

学
ぶ
講
演
会
が
�
日
午

後
１
時
半
か
ら
、
倉
敷
市

中
央
の
市
立
美
術
館
３
階

第
２
会
議
室
で
開
か
れ

る
。

　
倉
敷
地
域
ね
こ
活
動
を

す
す
め
る
会
（
亀
山
雅
子

会
長
）
が
主
催
。
「
ひ
と

も
ね
こ
も
幸
せ
に
な
る
野

良
猫
対
策
～
住
み
よ
い
街

づ
く
り
と
し
て
の
『
地
域

猫
活
動
』
を
学
ぶ
」
の
テ

ー
マ
で
、
広
く
一
般
を
対

象
に
開
く
。
講
師
は
、
東

京
で
地
域
猫
活
動
に
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
高

木
優
治
氏
（
新
宿
区
人
と

猫
と
の
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
顧

問
）
と
田
矢
麻
弓
氏
（
世

田
谷
・
チ
ー
ム
Ｓ
Ｌ
Ｐ
代

表
）
。

　
入
場
無
料
。
定
員
�
人

で
事
前
申
し
込
み
は
不

要
。
問
い
合
わ
せ
は
亀
山

会
長
（
０
８
０
―
３
８
８

０
―
７
０
８
９
）
。

　
昨
年
８
月
に
西
粟
倉
村

ウ

キ

で
帽
子
屋
「
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ

ヨＯ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
山

口
千
夏
さ
ん
（�
）の
手
掛

け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
帽
子

が
、
じ
わ
じ
わ
と
人
気
を

集
め
て
い
る
。
子
ど
も
向

け
で
、
独
創
的
な
形
と
明

る
い
色
合
い
が
特
徴
。
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
掛
け

て
展
示
即
売
も
し
て
お

り
、
フ
ァ
ン
を
増
や
し
つ

つ
あ
る
。

　
大
き
な
リ
ボ
ン
が
付
い

た
ベ
レ
ー
帽
、
森
の
妖
精

の
よ
う
な
緑
の
と
ん
が
り

帽
子
、
リ
ン
ゴ
や
オ
レ
ン

ジ
を
描
い
た
ハ
ッ
ト
…
。

旧
影
石
小
（
同
村
影
石
）

の
一
角
に
あ
る
店
舗
に

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

中
心
に
し
た
約
�
種
類
が

並
ぶ
。
デ
ザ
イ
ン
か
ら
縫

製
ま
で
を
担
い
、
中
心
価

格
帯
は
一
つ
５
千
円
。
サ

イ
ズ
や
生
地
の
変
更
に
も

応
じ
る
。

　
山
口
さ
ん
は
福
島
県
出

身
。
東
京
の
帽
子
販
売
店

で
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当

し
た
後
、
帰
郷
し
て
店
を

立
ち
上
げ
た
が
、
東
京
時

代
に
知
り
合
っ
た
夫
が
西

粟
倉
村
の
家
具
工
房
に
就

職
し
た
の
を
機
に
昨
年
６

月
、
移
住
し
た
。

　
子
ど
も
向
け
を
手
掛
け

る
理
由
は
、
小
学
生
の
こ

ろ
に
か
ぶ
っ
た
帽
子
の

〝
力
〟
が
忘
れ
ら
れ
な
い

か
ら
だ
と
い
う
。
頭
を
け

が
し
、
ネ
ッ
ト
包
帯
姿
が

恥
ず
か
し
く
て
家
族
旅
行

を
渋
っ
た
が
、
母
親
が
渡

し
て
く
れ
た
帽
子
を
か
ぶ

る
と
外
に
出
ら
れ
た
。「帽

子
の
お
か
げ
で
沈
ん
で
い

た
気
持
ち
が
ウ
キ
ウ
キ
し

た
。
私
の
作
品
で
、
子
ど

も
た
ち
を
元
気
に
で
き
た

ら
」

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
約
�
カ

月
で
、
「ま
た
来
ま
す
ね
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る

客
も
増
え
て
き
た
。
現
在

は
移
住
者
の
起
業
支
援

に
力
を
入
れ
る
村
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
多

い
月
は
毎
週
末
の
よ
う

に
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

や
展
示
会
で
出
品
し
、
販

路
開
拓
を
目
指
し
て
い

る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

扱
っ
て
お
り
、
山
口
さ
ん

は
「
心
が
躍
る
帽
子
を

作
り
続
け
る
た
め
に
も
、

経
営
を
軌
道
に
乗
せ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　
不
在
時
も
あ
る
の
で
、

来
店
の
際
に
は
山
口
さ
ん

（
０
８
０
｜
３
９
３
７
｜

４
７
３
４
）
に
連
絡
が
必

要
。
（
木
村
俊
雄
）

�� 倉敷都市圏 �����（��２９�）����� ��� 現代医学教育博物館の展示リニューアルが新聞で紹介されました（2017/5/23山陽新聞朝刊掲載）
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　総合医療センターは、昨年12月1日の開院以降、外来、入
院、救急とも多くの患者さんを受け入れ、また手術件数も順調
に伸びています。
　救急車搬送受入については、「お断りしない救急」の方針で
取り組んでおり、平成28年度は3,467人を受け入れ、特に移
転後は1日平均10台を超えています。
　稼働病床は、開院時は421床でしたが、順調に入院患者さん
が増え、4月からは56床を増やし、現在は477床です。（許可
病床数647床）
　患者数は、移転前に比べ、外来が1日当たり約65人増、入院
は約63人増。12室ある手術室のうち稼動は7室ですが、手術
件数は移転前に比べ、1か月平均で約86件の大幅な増加となっ
ています。
　診療体制でもさまざまな取り組みを加速しています。例えば、
内科（循環器担当）と外科（心臓外科）の連携のもと、循環器
疾患の受入体制を構築。開院直後からドクターカーによる前方
搬送を開始、1月からは24時間体制での循環器当直、加えて2
月からは循環器ホットラインを開設し、緊急の循環器疾患を精
力的に受け入れています。また、2月からは、高精度放射線治
療装置（リニアック）を用いた放射線治療を開始しています。
　猶本病院長以下職員一丸となって、地域の皆さまに信頼され
る病院を目指し頑張っています。

川崎医科大学総合医療センター
新病院 順調なスタート

これまでの開院記念市民公開講座のテーマ
第１回 高度ながん治療の最前線
第２回 脳卒中治療の最前線
第３回 呼吸器感染症の予防－高齢者が長生きするために－
第４回 内視鏡センターの取り組み
第５回 女性のがん－検診から最新の治療まで－
第６回 おしっこのお話－日常診療から最新医療まで－

「開院記念市民公開講座」
　総合医療センターの特色ある医療、疾患の最新治療や予防につい
て、開院直後から今年の11月まで毎月1回開催しています。次回は
6月17日㈯です。（詳細はP8）
　今後の予定やこれまでの講演内容は、総合医療センターのWebサ
イト https://g.kawasaki-m.ac.jp/　でご紹介していますので、ぜ
ひご覧ください。

新施設長メッセージ

　当院は昭和13年に初代川﨑祐宣病院長
が外科昭和医院を開設されて以来、24時
間体制の救急医療を中心に発展してまい
りました。創立79年を経て総合医療センター

と名称が変わりましたが、引き続き地域に密着した急性期
病院として使命を果たしてまいります。「地域住民に信頼さ
れ安全・安心な医療を提供できる病院」を基本方針とし、地
域住民の皆さまが安心して暮らせる「救急医療」、がん治療
など最先端の医療を提供する「高度専門医療」、患者さんの
早期社会復帰を図る「リハビリテーション」を3本の柱に、
当院の理念に従って患者さんに寄り添った質の高い医療を
提供できる体制を構築していきます。質の高い救急医療を
実践しなければ地域における病院の価値も、存在意義も希
薄なものとなります。また、確固たる救急医療の基盤がな
ければ総合医療センターとしての機能を果たすことはでき
ません。

　当院の長い歴史において、職員･諸先輩はもとより、患者･
家族の方々、地域住民、地域の医療･福祉･行政の関係者など
多くの皆さまに当院が支えられてきたことを考えますと、
病院長の任に当たり、たいへん身の引き締まる想いがしま
す。病院の設備・機能は、極めて充実しております。敷地内
には、旧深柢小学校グウランド跡地を活用した「深柢ガーデ
ン」が整備されております。旧川崎病院屋上庭園の薔薇や、
長年美しい花を咲かせてくれている桜も移植されしっかり
と根付いて、春にはきれいな花を咲かせてくれます。
　これまで私も、多くの諸先輩方にご指導いただき、同僚、
後輩、職員の方々に支えられてまいりました。また、診療を
通して大勢の患者さんやご家族の方々と接し、多くを学ん
でまいりました。これまでの経験と多くの方々とのつなが
りを生かして、これから、地域における価値を最大化した名
実ともに総合医療センターと呼ぶにふさわしい病院にして
いきたいと強く思っております。今後、医療と私達を取りま
く環境は大きく変貌すると予測しています。職員と共に地
域の皆さまと手を携えて地域に根差した強くしなやかな総
合病院を構築していきたいと思っております。
� （平成29年4月1日就任）

川崎医科大学総合医療センター
病院長　猶本 良夫

学会・研究会名 開　催　日 会　　　場 代　　表　　者
第54回日本リハビリテーション医学会学術集会 2017/6/8～6/10 岡山コンベンションセンター 他 大会長：椿原 彰夫（川崎医療福祉大学学長）
日本アンドロロジー学会 第36回学術大会 2017/6/30～7/1 倉敷芸文館 会　長：永井 敦 　（川崎医科大学 泌尿器科学教授）

本学園の教職員が 大会長を務めます
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― 学園創立10年目に
４年制大学設立へ？

　メディカルスペシャリ
ストの養成は、既にその
頃、医療短期大学とリハ
ビリテーション学院で着
実な実績をあげていまし
た。学園卒業生以外から
は採用しないという病院
があるまでになっていま

したが、「医療福祉」の理論と実践が熟成しつつあった昭和55
年、ちょうど学園創立10年目に、4年制大学も検討することが
決まりました。（中略）
　議論を重ねました。社会福祉学に医療を重ねてやろう。理論
だけじゃだめだ、医療技術も一緒にやろう。マネジメントも大
切だ。
　現実の難しさもあります。例えば、感覚矯正学科というのは
全国でも現在に至るまで本学だけです。耳鼻と眼は同じ神経系
だから一緒にしよう。でも医学では耳鼻咽喉科と眼科は分かれ
ているので講師の調整はどうする。看護は技術か福祉か。看護
はそれまでの医学の概念では“技術”とされていました。福祉
のマインドが必要だ。そもそも医学とは何か。医療は技術か。
本質論も戦わせ、また、人材が不足し社会が待望している職種
は何か、とさまざまな検討を重ねました。

川崎学園

1988年12月12日、「新大学設立準備委員会」
第1回会合で挨拶する川﨑明德理事長（現学園
長）と初代学長となる江草安彦先生

　この記事は、学園内広報誌『川崎学園だより』に昨年２月から連載中の「川崎学園ヒストリア」の記事を
もとに作成しています。「川崎学園ヒストリア」では、学園の精神に連なることばやエピソードをご紹介し
ています。連載中の記事は、KAWASAKI CLUBのWebサイトの特設コーナーでご覧いただけます。

川崎医療福祉大学は1991（平成3）年、日本で最初の「医療福祉」の
概念に立つ4年制大学として開学。昨年、創立25周年を迎えました。

「医療と福祉は一体でなければならない」、この信念は、川㟢祐宣先生
が医師として川崎病院で日々患者と接する中から生まれ、やがて、

“総合医療福祉施設”旭川荘を開設するに至ります。
その後、この想いは川崎学園にも受け継がれ、
メディカルスペシャリストの育成にあたっての
バックボーンとなっています。

「医療福祉」、川崎病院から旭川荘、
そして川崎学園、医療福祉大学開学へ

― 建築場所の決定の経緯は？
　「ふるさとの森に30階建てのペンシル形の高層ビルを建て、
ランドマークにする」というのが祐宣学園長(当時)の案でし
た。
　しかし、4,000人近い学生や教員がエレベーターで上がり下
がりすることになり、増築も難しく、既設の附属病院への影響
も心配して皆が反対しました。工期も、文部省(当時)の認可か
ら1年以内の決まりがあり、ふるさとの森は岩盤で基礎工事が
短期で済むとはいえ、高層ビルは到底間に合わないとの設計士
の意見でした。
　結局、拡張性があり自由に設計できる現在の場所に決定しま
した。祐宣学園長はこの案にかなり想いがあったようで、へそ
を曲げて、建物が完成しても最初見に行かなかったです(笑)

― 設置認可までの道のりは？
　全国に先例のない大学ですから、文部省の受け止め方も複雑
なようでした。
　まず、文部省に『医療福祉』の概念を理解してもらうところ
からです。そういう概念が無いし、そういう大学も無い。“福
祉”と名の付く大学や医科大学はあるが、『医療福祉』となる
と設置基準から考えないといけない。文部省へは何度も通いま
した。結局、理学部の設置基準に準じることになるのですが、
ハードルが高く準備は大変でした。　
　新設大学では当時その例を見ない、入学定員500名の大規
模大学でした。� （ヒストリア〔4〕〔5〕〔6〕より）

1938 外科昭和医院開業
1939 外科川㟢病院開院

1956 財団法人旭川荘創設

1960 総合病院川崎病院開設

1950 財団法人川崎病院設立

1970 学校法人川崎学園設立
　　 　医科大学、附属高校開学

1971 総合病院川崎病院から
　　 川崎医科大学附属川崎病院へ名称変更

1991 医療福祉大学開学

2016 川崎医科大学
　　 総合医療センター開院

1974 リハビリテーション学院開設
1973 医療短期大学開学
1973 医科大学附属病院開院

1962年、昭和天皇・皇后両陛下の旭川荘ご訪問
ご案内をする川﨑祐宣 理事長（当時）

開学式で挨拶する川﨑明德理事長（当時）

川崎医療短期大学の第1回入学式（P1参照）

大学設置の陣頭指揮に当たった川﨑明德学園長（当時理事長）にお話をうかがいました。
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川崎医療福祉大学
川崎医療短期大学
川崎リハビリテーション学院 ３校合同入試を実施
　昨年度、川崎医療福祉大学、川崎医療短期大学、川崎リハビ
リテーション学院の３校は、全入試日程を統一し、同一の問題
による入試を実施しました。中でも後半の併願可能な入試区分

（推薦入試後期～一般入試後期）では初めての３校合同面接を
実施しました。３校全体で5,381名の出願があり、2,063名
の合格を決定し、多くの新入生を迎え入れることができまし
た。
　今年度実施する平成30年度入試においても引き続き合同入

試を実施します。（概要は下記参照）学外試験会場には若干の
変更がありますが、大枠は昨年度と同様です。昨年の試験問題
や平均点等の情報を医
療福祉大学ホームペー
ジで公開していますの
でご確認ください。

【平成30年度入試の主なポイント】

1 3校間の併願が可能
2 3校全学科AO入試（前期・後期）

3 受験機会が拡大
4 Web出願を実施

　耳鼻咽喉科では、新生児から高齢者まで幅広い年齢層を対象
に、耳、鼻副鼻腔、口腔、咽頭、喉頭、気管、食道、頭頸部と
広範囲にわたる領域の診断・治療を行っています。これらの部
位は、聴覚・平衡覚・嗅覚・味覚・音声・嚥下・呼吸など、日常生活
において非常に重要です。特に超高齢社会にある本邦では健康
寿命の質を高めるため、耳鼻咽喉科医の果たすべき役割は増し
ています。
　当科では、安全でより良質な医療を提供するため、これまで
の診療体制に加え、本年５月から慢性中耳炎、アレルギー性鼻
炎、副鼻腔炎、音声障害、睡眠時無呼吸、頭頸部腫瘍について
は専門外来も開設しました。スタッフ全員で常に最善の医療を
提供できるよう努めています。

　放射線科は、画像診断、IVR（低侵襲治療）、放射線治療を受
け持ちます。新病院では最新のPET-CT、３Dマンモグラフィ、
IVR-CTなどが導入され、岡山屈指の最新鋭装置を駆使し、よ
り正確な画像診断、低侵襲治療が可能になっています。また高
精度放射線治療システムも新たに導入し、患者さんの負担が少
なく安全な放射線治療を施行する環境も整いました。さらに各
種画像診断装置を院外からも簡単に共同利用して頂けるよう、
24時間予約可能なWeb予約・結果閲覧システムを導入してい
ます。
　院内・院外を問わず、ほぼ全ての診療科と繋がりをもつオー
ルマイティな放射線科として、さらなる充実を目指し努力して
参ります。

川崎医科大学附属病院
耳鼻咽喉科

診療科
ご案内

川崎医科大学総合医療センター
放射線科

診療科
ご案内

原 浩貴 教授 加藤 勝也 教授

※１ �併願入試区分は、医療福祉大学、医療短期大学およびリハビリテーション
学院の各学科の併願が可能です。ただし、センター試験利用入試につい
てはリハビリテーション学院を除きます。

※２ �推薦入試前期の有資格入試は、医療福祉
大学、医療短期大学、リハビリテーション
学院の全学科で実施します。

※３ �指定校推薦は全学科で実施します。該
当校には通知しますが、公表はしませ
ん。

入試区分 専願・併願※1 出願期間 試験日 合格発表 試験会場 備考

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

川崎リハビリテーション学院

3校合同入試

ＡＯ入試  前期 専願 8/3〜8/15 8/26㈯ 9/1

出願した
各施設

ＡＯ入試  後期 専願 9/7〜9/19 9/30㈯ 10/6

推薦入試  前期

公募
専
願10/4〜10/16 10/28㈯ 11/4有資格※2

指定校※3

推薦入試  後期A日程 併願
10/30〜11/11

11/25㈯
12/4 医療福祉大学

東京（一般のみ）
大阪　姫路
米子　広島
山口　高松
松山　高知

福岡

A、Bの両日程の
受験可能推薦入試  後期B日程 併願 11/26㈰

一般入試  前期A日程 併願

1/4〜1/16

1/30㈫

2/9

A、Bの両日程の
受験可能一般入試  前期B日程 併願 1/31㈬

センター試験利用入試 併願 1/30㈫・1/31㈬
いずれかで面接

一般入試前期との
同時出願可能

一般入試  後期 併願 2/3〜2/13 2/22㈭ 2/28 医療福祉大学

平成30年度 3校合同入試の概要 6月下旬に各校Webサイトに掲載します。
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試 験 区 分 出願期間 試　　験　　日 合格発表 募集人員

川 崎 医 科 大 学

特別推薦入試（専願） 11/1 〜 8
一次 11/11㈯

未定 中国・四国地域枠  約15名
岡山県地域枠  約   5名二次 11/25㈯

一般入試 12/1 〜 1/10
一次   1/21㈰

未定
一 般  約60名
静岡県地域枠（専願）10名
長崎県地域枠（専願）   6名二次   1/26㈮又は27㈯

大学院 未定 25名

川崎医科大学附属高等学校
専願入試（※1） 　　   1/14㈰
一般入試（※1） 　　   2/18㈰

川崎医療福祉大学

編入学 8/22 〜 29 　　   9/  8㈮ 9/14 40名
編入学二次（※2） 2/9 〜 16 　　   2/28㈬ 3/  5 若干名
大学院入試 修士課程・博士後期課程1期 8/22 〜 29 　　   9/  8㈮ 9/14 修士59名  博士若干名（※3）

大学院入試 修士課程・博士後期課程2期 2/9 〜 16 　　   2/28㈬ 3/  5 修士26名  博士若干名（※3）

（※1）附属高校の内容は、現時点の予定です。正式な日程は7月下旬に発表する募集要項でご確認ください。
（※2）9/8の試験で定員を充足しなかった場合実施。
（※3）博士後期課程1期・2期合わせて17名。

平成29年5月現在の情報です。詳細は各施設のWebサイトをご覧ください。平成30年度 入試情報

川崎医科大学
　8月  5日㈯	 12：30～
　問合せ先　☎086-464-1012 教務課

詳細は各施設のWebサイトをご覧ください。
上記日程以外で個別に見学等をご希望の方は、
各施設にお問い合わせください。

オープンキャンパス・学校説明会 ※は学園祭と同時開催

川崎医療福祉大学・川崎医療短期大学・
川崎リハビリテーション学院
3校合同オープンキャンパス
　第1回   6月18日㈰	 10：00～
　第2回   7月23日㈰	 10：00～
　第3回   3月18日㈰	 13：00～
　問合せ先　☎086-464-1064

川崎学園アドミッションセンター
川崎医療福祉大学
　 8月  6日㈰	 	 10：00～
※10月21日㈯・22日㈰	 10：00～
　問合せ先　☎086-464-1004 入試課
川崎医療短期大学
　 8月19日㈯	 	 13：00～
※10月21日㈯・22日㈰	 10：00～
　問合せ先　☎086-464-1033 教務課
川崎リハビリテーション学院
　第1回　   8月  5日㈯	 13：30～
※ 第2回 　10月21日㈯	13：30～
　入試説明会 12月16日㈯ 13：30～
　問合せ先　☎086-464-1179 事務室

川崎医科大学附属高等学校
学校説明会：本校
　第1回   7月23日㈰	 10：00〜
　第2回   8月27日㈰	 10：00〜
　第3回 10月29日㈰	 10：00〜
　問合せ先　☎086-462-3666 事務室

学園のなかま� 2017年5月1日現在

統一テーマ：「カルテット」
カルテットとは四重奏という意味です。川崎学園
の医科大学、医療福祉大学、医療短期大学、
リハビリテーション学院をはじめとする全ての施
設がそれぞれの特色を生かし、共鳴することで
川崎学園祭でしか味わえないハーモニーを奏
でます。その音色が病院の患者さんやそのご
家族、そして教職員や学生から、地域や来場
される方へと伝わり、学園祭に関わる人々が皆
でともに創り上げる学園祭になることを願い、こ
のようなコンセプトにしました。

川崎医科大学附属病院
医学講演会　21日㈯　13：30～15：00

笑顔で脳いきいき ｰ認知症になっても安心して暮ら
せるまちづくりｰ
講師／久德 弓子　�医科大学 神経内科学 講師、

附属病院 神経内科 医長

医学展　21日㈯・22日㈰
「認知症」がテーマ

川崎医療短期大学 公開講座　21日㈯　14：00～
職場でよくみるメンタルヘルス不調とその対策
講師／勝山 博信（医科大学 公衆衛生学 教授）

オープンキャンパス 詳細は下記参照

第11回ホームカミングディ� 21日㈯・22日㈰
（川崎医療福祉大学同窓会）

会場／医療福祉大学3階レストラン（予定）

第6回松丘会ホームカミングデー　21日㈯
（川崎医療短期大学同窓会）

会場／医療短期大学校舎棟2階 学生ホール

※各種イベント情報等は決定次第、Webサイトでお知らせします。

川崎学園祭第43回

2017年 10月21日㈯・22日㈰
在学生　川崎医科大学 �  763名

　　　　川崎医療福祉大学 �  3,606名

　　　　川崎医療短期大学 �  856名

　　　　川崎医科大学附属高等学校 �  73名

　　　　川崎リハビリテーション学院 �  167名

教職員 �  4,485名

卒業生　川崎医科大学 �  4,396名

　　　　川崎医療福祉大学 �  18,059名

　　　　川崎医療短期大学 �  15,025名

　　　　川崎医科大学附属高等学校 �  1,646名

　　　　川崎リハビリテーション学院 �  1,915名

KAWASAKI CLUB会員 �  47,894名

※ 委託職員を含む

※

速報
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KAWASAKI CLUBは、会員の皆様を対象に、生涯学習・生涯教育の場として発足しました。情報誌として年2回「KAWASAKI CLUB NEWS」をお届けい
たします。KAWASAKI CLUBの運営や「KAWASAKI CLUB NEWS」へのご要望ご提案をお待ちしています。
住所変更・カード紛失等がございましたら、メールか電話にてお知らせください。
また、「KAWASAKI CLUB NEWS」が届いていない方をご存じでしたら、情報（氏名、住所等）をお寄せください。

☎ 086−464−1
い ご よ ろ し く

546 　  club@med.kawasaki-m.ac.jp 　〒701−0192 倉敷市松島577（川崎学園内 本館棟 8 階）
※電話受付時間は、平日9：00〜16：30　土曜9：00〜12：00　（12/29〜1/3、6/1学園創立記念日はお休みです）

川崎学園およびKAWASAKI CLUB のWebサイトで最新のトピックを紹介しています。
ぜひご覧ください。 川崎学園 ＞ メディア情報    KAWASAKI CLUB ＞ News & Topics 
以下は、一部紹介　（　）は掲載日・発行日� ※山陽新聞以外は著作権の関係で掲載しておりません。

❖山陽新聞MEDICA　シリーズ
　「地域と歩む医療福祉人」掲載中（全9回予定）
　a①言語聴覚士　失語症者の生活支援（1/16）
　　②臨床心理士　切実な悩み、思いに対応（2/6）
　　③健康運動指導士　超高齢社会 活躍に期待（2/20）
　　④医療に強い介護福祉士　「施設から在宅」橋渡し期待（3/6）
　　⑤医療ソーシャルワーカー　関係者つなぎ生活支援（3/20）
　　⑥認定遺伝カウンセラー　遺伝の問題で意思決定支援（4/17）
　　⑦視能訓練士　「眼」の障がいを矯正（5/22）
　総合医療センターの開院記念市民公開講座特集（全12回予定）
　　　　　　※P4参照
▪山陽新聞
　◦現代の医学幅広く紹介 川崎医科大 教育博物館リニューアル（5/23）[医科大学]  ※P3に掲載
　◦福渡病院へ壁画アート「待合スペースに温かみ」 （5/14）[医療福祉大学]
　◦院長に聞く 総合力で地域密着の急性期病院に MEDICA（4/17）[総合医療センター]
　◦インフルウイルスが運動 川崎医科大グループ発見 予防法開発に期待（3/28）[医科大学]
　◦患者や高齢者用菓子 サンラヴィアンと川崎医科大病院 7種類13品開発（3/22）[附属病院]
　◦骨粗しょう症 いち早く発見 骨折防止へ積極治療促す MEDICA（3/20）[附属病院]
　◦医療福祉の研究成果紹介（KMSメディカル・アーク2017）（2/16）[医科大学]
　b絵文字使い避難誘導 川崎医福大生デザイン（2/4）[医療福祉大学]
　◦インフルエンザワクチン 効率的な製造法開発（1/25）[医科大学]
　c人材育成 普及に力 日本メディカルイラストレーション学会（12/5）[医科大学・医療福祉大学]
▪情報誌『オセラ』
　医療最前線
　◦臨床検査技師（6/25予定）
　◦診療放射線技師（4/25）
　◦管理栄養士（2/25）

　▪子育て応援誌　『HUGHUG』
　　◦熱中症を予防するには（6/20予定）
　　◦胃腸炎の予防と治療（5/20）
　　◦予防接種はこわい？（4/20）
　　◦子どもの『予防接種』（2/20、3/20）

◦川崎医科大学総合医療センター
　開院特集／医師紹介編（1/20）

公開講座・セミナーのご案内（6月〜10月）
主催 公開講座・セミナー名 テーマ 日時 講師（①②③は講演順） 会場 対象 参加費・申込 定員 問合せ先

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

第7回
開院記念
市民公開講座

いつまでも楽しく、
元気に動けるために

6/17㈯
13：30～15：30

挨拶　阿部 信寛（整形外科 部長）
①山下 裕之（リハビリテーションセンター 理学療法士）
②島本 一紀（整形外科 医長）
③玉田 利徳（整形外科 副部長）
④東條 好憲（整形外科 医長）

2階
川﨑祐宣

記念ホール
一般 無料

申込必要 300名 病院庶務課 庶務係
086-225-2171

毎月テーマを変えて、11月まで全12回開催します。

医
療
福
祉
大
学

第2回公開講座
「笑顔あふれる！ポジ
ティブライフのすすめ」

第1話 「音楽と笑顔で健康生活！」
第2話 「子どもが運動を好きになるために」
第3話 「『聴こえ』を知って、家族に笑顔」

第1話  6/17㈯
第2話  6/24㈯
第3話  7/1㈯
10：30～12：00

第1話 田中 順子（リハビリテーション学科 准教授）
第2話 斎藤 辰哉（健康体育学科 助教）
第3話 川上 紀子（感覚矯正学科 講師）

講義棟4601教室
（6/24のみ、医療

福祉大学体育館）
一般 無料

申込不要

なし
（6/24の
み、50名）

公開講座係
086-462-1111
（内線54222）

公開セミナー

【医療秘書学科】
チーム医療のための医療プロジェ
クトマネジメント研修セミナー

6/3㈯、4㈰
10：00～17：00
8/19㈯、20㈰
10：00～17：00

宮原 勅治（医療秘書学科 教授）
山本 智子（医療秘書学科 教授）
須藤 芳正（医療秘書学科 教授）

本館棟
6101教室　
6105実習室
6108実習室

医療現場の
管理者、医
師、看護師、
事務職員等

無料
申込必要 各20名 医療秘書学科 山本

086-462-1111

【感覚矯正学科】
テーマ未定

7/15㈯
14：00～16：00

（予定）
彦坂 和雄（感覚矯正学科 教授） 講義棟

4602教室 一般 無料
申込必要 なし

言語聴覚資料室 長江
086-462-1111
（内線54631）

【臨床心理学科】
知って得！心が楽になるストレス対処法

9/9㈯
10：00～11：30 谷原 弘之（臨床心理学科 教授） 講義棟

4603教室

一般
大学生
その他

無料
申込必要 100名

臨床心理学科 白神　
086-462-1111
(内線54556)

【健康体育学科】
中高年者のための水中運動

10/3、10、17、
24㈫
10：00～12：00

小野寺 昇（健康体育学科 教授） 医療福祉大学
温水プール 一般 1回500円

申込必要 各30名
健康体育学科

086-462-1111
（内線54531）

医
療
短
期
大
学

第1回公開講座 食べる楽しみを大切に
～低栄養状態を知り、介護予防につなげよう～

6/17㈯
10：00～11：30 河邉 聡子（医療介護福祉科 准教授）

医療短期大学
体育館

101教室

一般
高校生

無料
申込必要

200名
公開講座係

086-464-1032
第2回公開講座

突然の心臓発作や心停止！
あなたとあなたの大切な人を救うために！

8/19㈯
10：00～11：30 井上 千穂（看護科 非常勤講師

附属病院 看護師 ） 50名

公開セミナー
【医療介護福祉科】
THE Six SENSE
〜医療福祉シミュレーション〜

9/3㈰
13：00～16：00

（予定）

NPO法人 Ubdobe
医療介護福祉科 教員

高校生
保護者
一般

100名 医療介護福祉科 山田
086-462-1111

学園祭（10/21・22）と同時開催はP7に掲載しています。
現在決定している主なものです。最新情報は各施設のWebサイト等でお知らせいたします。

岡山県生涯学習大学、吉備創生カレッジ、倉敷市大学連携講座でも、本学園の教員が多数講師を務めています。

a

b

c


